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『うつくしま、まちづくり推進レポート』

Vol.10

平成16年5月26日 発行

１ 新年度を迎えて

平成１５年度に発足した土木部都市領域まちづくり推進グループも２年目を迎え、新たな体制のもと
に業務を開始いたしました。

※「まちづくり推進グループ」の設置目的
１．地域づくり、まちづくりの総合窓口機能
２．地域の人々とともに、地域づくりと地域発展を図るため、情報収集・調査や地域支援など、
地域づくりの体系的な推進体制を整備する

３ 「個性と魅力ある美しいまち（地域）づくり」を支援できる組織体制を整備する．

今年度も、まちづくり関連情報などを定期的に発信する を「うつくしま、まちづくり推進レポート」
発行してまいりますので、よろしくお願い申し上げます。

（平成16年度 まちづくり推進グループ新規事業）２ 元気ふくしま地域づくり・交流促進事業

持続発展的に地域経済の活性化 交本県の多彩な風土や観光資源・地域資源の活用など を図ると同時に
流人口の拡大 ソフト・ハードの両面かに結びつく戦略を市町村や地域団体・住民とともに策定しつつ、
地域活性化のための仕掛けづくりと基盤整備に取り組む です。ら 県単独の事業

現下の社会状況
①人口減少、高齢化 ②財政難・景気低迷・雇用危機 ③自然環境への関心
④非行政組織や個人の台頭・民間活力 ⑤防災への関心
⑥中心市街地活性化対策 ⑦構造改革と規制緩和 ⑧再生 .....etc

２１世紀の地域づくり・まちづくりの姿
①循環型社会の形成 ②持続的成長 ③環境負荷の低減 ④自然との共生
⑤農山村との連携 ⑥地域コミュニティーの継承 ⑦交流人口の拡大
⑧都市内交通コントロール ⑨新エネルギー ⑩コンパクトな街 ⑪景観.....etc

本県の特性・活用の可能性
○豊かな風土・歴史・観光資源・伝統産業
○農地・森林・自然環境の連続性
○地域資源・地域産品・観光地のネットワーク

Ｈ１６ 土木部基本方針
１） ソフト対策を含めた地域活性化のための基盤づくり
２） 持続的発展が可能な社会づくり

・地域の歴史、文化、風土を資源とした

地域づくりと交流人口の拡大地域づくり環境改善 元気ふくしま
・地域協働型、双方向型役割分担に基づ

く地域づくり事業の進化 地域づくり・
・中長期的効果の発現

・ソフト＋ハードの一体型事業～点から面へ～ 交流促進事業
・地域へ夢、元気の提案

地域活性化と交流人口の拡大

※ 詳細は、次号以降、順次掲載してまいります。
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３ 「ともに考え、ともにつくる」県内のまちづくり情報

「喜多方市 西小原北町沿道まちづくりワークショップ」

１） ねらい
喜多方市駅前地区において、地域の方々と一緒にワークショップを開催しながら、都市計画道路 西
小原北町線の街路整備と一体となったまちづくりのあり方等について検討を行い、まちづくりプラン及
び沿道景観モデルプランを作成しました。

２） ワークショップの開催経緯

～ まちの良いところ、悪いところを確認する ～第１回（H15.12.20）

～ まちづくりの方針を考える ～第２回（H16.01.16）

～ 道路空間のあり方を考える ～第３回（H16.02.13）

～ 沿道空間のあり方を考える ～第４回（H16.02.27）

～ まちづくりのあり方を確認する ～第５回（H16.03.12）

３） まちづくりのキャッチフレーズと基本目標

～ 歩いてみよう 水と緑の駅前通り ～○キャッチフレーズ

◇賑わいと発見のあるまちづくり ◇安心して住み暮らせるまちづくり○基本目標
◇水と緑豊かな潤いのあるまちづくり ◇歴史と文化が薫る物語のあるまちづくり
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４） 駅前通りの整備イメージ
現計画の断面構成とワークショップにより作成した断面構成案の基本的な考え方

現計画

ワークショップにより提案された断面構成の基本的な考え方

整備イメージ
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４ ちょっと一息

今回は、 のまちづくりをご紹介いたします。大分県湯布院町
湯布院町は、大分県のほぼ中央に位置し、秀峰由布岳（1584m）が見下ろす湯布院盆地に広がる風

光明媚な町です。湯布院盆地は朝霧の名所としても知られ、中央部には水田と居住地が広がり、盆地
内はどこを掘削しても温泉が湧きます（全国第三位の湧出量 。）

湯布院町のまちづくりの４つのキーワード

ではなく を目指した としてまちづくり。（１）独 自 性 「観光温泉地」 「保養温泉地」 「湯布院型」
による のまちづくり。（２）開発抑制 「潤いのある町づくり条例」 自然・農山村・田園景観保全

の開催等による したまちづくり。（３）情報発信 「湯布院映画祭」 文化と融合
や を通じたまちづくり。（４）人材育成 まちづくりのリーダー 農業の後継者育成

ＪＲ由布院駅と辻馬車 ＪＲ由布院駅前から由布岳を望む

湯布院町のまちづくりから得られるまちづく
りのヒントとしては など、大、「色・音・食」

「まちの資源を活かきな視点、広い視野から、
をつくり、そして、した賑わい創出の仕掛け」

その仕掛けを、コツコツと積み重ねていくプ
ロセス、
すなわち のまちづ「大局着眼、小局着手」

くりを進めていくことが重要であると考えら
れます。

町内メインストリート

５ 編集後記

「うつくしま、まちづくり推進レポート Vol.１０」はいかがでしたでしょうか。
今後とも内容等を充実して参りますので、ご意見、ご提案、ご要望、ご質問などお寄せ下さい。

の申し込みをご希望される方は、※ メールマガジン（無料）

、 、 、 （送信エラーの際のご連絡のため 、１．団体会社名 ２．氏名 ３．メールアドレス ４．電話番号等 ）

よろしければ、 を記入の上、 まで希望する５．性別、６．年齢 まちづくり推進グループのメールアドレス

E-mail：machizukuri@pref.fukushima.jp）旨ご連絡下さい。（

登録された方には、レポートの更新情報などをメールにてご案内いたします。

福島県 土木部 都市領域 まちづくり推進グループ【 発 行 元 】
電 話：０２４－５２１－７５１０
ＦＡＸ：０２４－５２１－７９５６
E-mail：machizukuri@pref.fukushima.jp
U R L：http://www.pref.fukushima.jp/toshi/index.html


